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ゴ
ー
ジ
ャ
ス
お
宝
鑑
定

家
～
「
う
～

ん
、

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
！

」9
 

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
（1

5

分

） 

場

所

：
剛

田

質

店

の
店

内 

白

金

：「

剛

田

さ
ん
、
そ
ろ
そ
ろ
掃

除

や
め
ま
し
ょ
う

よ
。
昨

日

も
棚

全

部

拭

い
て
、
さ
ら
に
天

井

ま
で
磨

い
て
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
」 

剛

田

：「

白

金

く
ん
、
天

井

を
磨

か
ず
し
て
ゴ
ー
ジ
ャ

ス
の
何

た
る
か
を
語

れ
る
と
思

う
か
？

」 

白

金

：「

い
や
、
普

通

の
人

は
天

井

に
注

目

し
な
い

ん
で
す
っ
て
！

」 

剛

田

：「

そ
れ
だ
か
ら
普

通

の
ま
ま
な
の
だ
。
ゴ
ー
ジ

ャ
ス
た
る
も
の
、3

6
0

度

、
ど
こ
を
見

ら
れ
て
も
完

璧

で
あ
れ
！

」 

白

金

：「

い
や
、
誰

も
見

て
な
い
っ
て
！…

…

て
い
う

か
、
お
客

さ
ん
来

る
ん
で
す
か
？

」 
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剛

田

：「

来

る
と
も
。
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
魂

を
持

つ
者

が

必

ず
な
。
」 

白

金

：「

で
も
、
先

週

な
ん
て
来

た
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
持

ち
込

ん
だ
お
じ
い
さ
ん
で
す
よ
？

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
と
か
け

離

れ
て
ま
し
た
け
ど
。
」 

剛

田

：「

ボ
ー
ル
ペ
ン
一

つ
で
も
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
に
昇

華

さ
せ
る
の
が
私

の
腕

だ
。
」 

白

金

：「

い
や
、
あ
の
お
じ
い
さ
ん
、5
円

玉

と
交

換

し
て
帰

り
ま
し
た
け
ど…

…

」 

扉

が
開

く
音

。
ス
ー
ツ
姿

の
紳

士

が
登

場

。 

紳

士

：「

失

礼

。
こ
の
店

で
鑑

定

を
お
願

い
し
た

い
。
」 

白

金

：「

あ
、
本

当

に
来

た…
…

。
」 

剛

田

（
優

雅

に
お
辞

儀

）
：「

よ
う
こ
そ
、
ゴ
ー
ジ
ャ

ス
の
殿

堂

へ
！

」 

白

金

（
小

声

）
：「

殿

堂

っ
て
言

い
切

る
ん
だ

…
…

。
」 

紳

士

：「

う
む
、
さ
す
が
評

判

の
店

だ
。
さ
っ
そ
く
品

を
見

て
い
た
だ
き
た
い
。
」 
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剛

田

：「

ど
う
ぞ
、
こ
ち
ら
へ
！

」
（
手

を
大

き
く
広

げ
て
机

を
示

す
） 

白

金

：「

や
り
す
ぎ
だ
っ
て…

…

。
」 

 

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
か
る
た
登

場
（3

0

分

） 

紳

士

が
ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
を
開

け
る
。
光

り
輝

く

「

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
製

の
か
る
た
」
が
現

れ
る
。 

剛

田

（
息

を
呑

む
）
：「

こ
、
こ
れ
は…

…

！

」 

白

金

：「

う
わ
、
す
ご…

…

え
、
こ
れ
何

で
す
か
？

」 

紳

士

：「

こ
れ
は
、
す
べ
て
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
作

ら
れ

た
か
る
た
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」 

白

金

：「

か
る
た!?

 

ダ
イ
ヤ
で!?

」 

剛

田

：「

う
～

ん
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
！

」 

剛

田

、
ケ
ー
ス
に
顔

を
近

づ
け
る
。 

剛

田

：「

こ
の
輝

き
、
そ
し
て
手

彫

り
の
技

術…
…

こ

れ
は
た
だ
の
か
る
た
で
は
な
い
。
ま
さ
に
芸

術

品

！

」 

白

金

：「

い
や
い
や
、
こ
れ
、
遊

ぶ
た
め
の
も
の
じ
ゃ
な
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い
で
す
よ
ね
？

」 

紳

士

：「

一

度

も
遊

ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

観

賞

用

と
し
て…

…

。
」 

白

金

：「

で
す
よ
ね
！

ダ
イ
ヤ
で
遊

ん
だ
ら
手

切

れ

ま
す
よ
！

」 

剛

田

：「

い
や
、
遊

ぶ
か
否

か
で
は
な
い
。
そ
の
存

在

そ
の
も
の
が
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
の
だ
！

」 

白

金

：「

ま
た
出

た
よ
、
そ
の
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
理

論

！

」 

剛

田

、
札

を
一

枚

持

ち
上

げ
る
。 

剛

田

：「
『

い
』
だ
な
。
こ
の
札

一

枚

に
込

め
ら
れ
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感

じ
る
か
？

こ
れ
は
た
だ
の
『

い
』
で

は
な
い…

…

『

い
つ
で
も
輝

け
』
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

込

め
ら
れ
て
い
る
！

」 

白

金

：「

い
や
、
ど
こ
に
も
書

い
て
な
い
で
し
ょ
！

」 

紳

士

：「

確

か
に
書

い
て
は
い
ま
せ
ん
が…

…

。
」 

白

金

：「

ほ
ら
、
冷

静

な
お
客

さ
ん
も
言

っ
て
ま
す

よ
！

」 

剛

田

：「

冷

静

な
ど
不

要

！

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
は
心

で
感

じ
る
も
の
だ
！

」 
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実

際

に
使

っ
て
み
る
（2

5

分

） 

剛

田

の
提

案

で
実

際

に
遊

ぶ
こ
と
に
。 

白

金

：「

え
、
本

気

で
遊

ぶ
ん
で
す
か
？

ダ
イ
ヤ
で
す

よ
？

」 

剛

田

：「

も
ち
ろ
ん
だ
。
真

価

を
知

る
に
は
、
実

際

に

触

れ
合

う
べ
し
！

」 

紳

士

：「

ぜ
ひ
私

も
参

加

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
」 

白

金

：「

い
や
い
や
、
お
客

さ
ん
ま
で
何

言

っ
て
る
ん

で
す
か
！

」 

試

合

開

始

。
剛

田

が
詠

み
手

、
白

金

と
紳

士

が
取

り
手

と
な
る
。 

剛

田

：「
『

た
』
！
『

高

貴

な
る
輝

き
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
の

極

み
！

』
」 

白

金

：「

何

そ
の
句

！

適

当

す
ぎ
ま
せ
ん
？

」 

紳

士

（
取

ろ
う
と
す
る
が
、
手

が
滑

っ
て
落

と
す
）
：

「

あ
っ…

…

！

」 
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白

金

：「

ほ
ら
、
落

ち
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
！

」 

剛

田

：「

い
や
、
こ
の
音

も
美

し
い…

…

う
～

ん
、
ゴ

ー
ジ
ャ
ス
！

」 

白

金

：「

い
や
、
ど
こ
が
だ
よ
！

」 

 

金

額
発
表

と
締

め
（2

0
分

） 

剛

田

が
鑑

定

額

を
出

す
シ
ー
ン
で
は
、
冗

長

な
や
り

と
り
を
増

や
し
て
引

き
延

ば
す
。 

剛

田

：「

査

定

額

は…
…

3
5
0
0

万

円

だ
！

」 

白

金

：「

ち
ょ
っ
と
待

っ
て
、
高

す
ぎ
で
し
ょ
！

」 

紳

士

：「

ふ
む
、
そ
れ
は
妥

当

で
す
な
。
」 

白

金

：「

い
や
、
ど
こ
が
妥

当!?

」 

剛

田

、
満

足

げ
に
締

め
の
一

言

。 

剛

田

：「

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
は
値

段

で
は
測

れ
な
い
。
こ
の

店

に
あ
る
だ
け
で
輝

き
が
増

す…
…

！

」 
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1
. 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
（1

5

分

） 

•
 

ポ
イ
ン
ト: 

剛

田

と
白

金

の
性

格

が
わ
か
る
コ

ミ
カ
ル
な
掛

け
合

い
。
剛

田

の
「

ゴ
ー
ジ
ャ
ス

理

論

」
と
白

金

の
ツ
ッ
コ
ミ
で
テ
ン
ポ
を
作

る
。

紳

士

の
登

場

で
ス
ト
ー
リ
ー
が
動

き
出

す
。 

•
 

目

標: 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
店

の
雰

囲

気

を
観

客

に
印

象

付

け
る
。 

具

体

的

な
展

開: 

1
.  

剛

田

が
無

駄

に
丁

寧

す
ぎ
る
掃

除

に
没

頭

し
て
い
る
描

写

。 

o
 

白

金

：「

剛

田

さ
ん
、
掃

除

す
る
の
は

い
い
で
す
け
ど
、
昨

日

の
夜

中

ま
で
天

井

ま
で
磨

い
て
た
の
見

ま
し
た
よ
。
」 

o
 

剛

田

：「

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
と
は
完

璧

た
る

も
の
！

天

井

が
曇

っ
て
い
て
は
星

空

に

負

け
る
だ
ろ
う
？

」 
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2
.  

白

金

が
「

そ
も
そ
も
お
客

さ
ん
来

な
い
」
と
指

摘

。
剛

田

の
無

敵

の
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
理

論

で
返

さ
れ
る
。 

o
 

剛

田

：「

来

な
く
と
も
よ
い
。
こ
こ
に
輝

き
が
あ
る
こ
と
が
重

要

な
の
だ
！

」 

3
.  

紳

士

の
登

場

で
場

が
切

り
替

わ
る
。
剛

田

が

過

剰

に
歓

迎

し
、
白

金

が
驚

く
。 

 

2
. 

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
か
る
た
登

場

（2
5

分
） 

•
 

ポ
イ
ン
ト: 

登

場

す
る
品

物

の
イ
ン
パ
ク
ト

と
、
そ
れ
に
対

す
る
剛

田

と
白

金

の
反

応

の

対

比

。
剛

田

は
「

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
！

」
と
感

動

し
、
白

金

は
ひ
た
す
ら
現

実

的

な
ツ
ッ
コ
ミ
を

入

れ
る
。
紳

士

が
真

面

目

に
品

物

の
説

明

を

す
る
が
、
そ
れ
す
ら
コ
メ
デ
ィ
ー
に
昇

華

さ
れ

る
。 

•
 

目

標: 

商

品

の
価

値

と
バ
カ
バ
カ
し
さ
の
両

方

を
引

き
出

す
。 
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具

体

的

な
展

開: 

1
.  

ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
か
ら
「

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
か
る

た
」
が
登

場

。
剛

田

が
過

剰

に
反

応

す
る
。 

o
 

剛

田

：「

こ
れ
ほ
ど
の
光

を
放

つ
か
る

た
が
存

在

す
る
と
は…

…

！

う
～

ん
、

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
！

」 

o
 

白

金

：「

い
や
い
や
い
や
、
か
る
た
で
す

よ!?
 

こ
れ
で
正

月

遊

ぶ
ん
で
す
か
？

」 

2
.  

紳

士

が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
か
る
た
の
由

来

を
語

る
。 

o
 

紳

士

：「

江

戸

時

代

の
職

人

が
制

作

を
夢

見

て
い
た
も
の
を
現

代

技

術

で

再

現

し
ま
し
た
。
」 

o
 

白

金

：「

い
や
、
そ
ん
な
夢

い
ら
な
い
で

し
ょ
！

」 

3
.  

剛

田

が
か
る
た
一

枚

を
手

に
取

り
、
い
か
に
ゴ

ー
ジ
ャ
ス
か
を
語

り
だ
す
。
白

金

は
終

始

ツ
ッ

コ
ミ
役

。 
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3
. 

実
際
に
使

っ
て
み
る
（3

0

分

） 

•
 

ポ
イ
ン
ト: 

実

際

に
か
る
た
を
使

っ
て
遊

ぶ
こ

と
で
、
キ
ャ
ラ
の
個

性

を
さ
ら
に
際

立

た
せ

る
。
ド
タ
バ
タ
劇

や
予

想

外

の
出

来

事

で
笑

い
を
誘

う
。
剛

田

は
終

始

大

真

面

目

だ
が
、

そ
れ
が
逆

に
笑

い
を
生

む
。 

•
 

目

標: 

中

盤

の
盛

り
上

が
り
と
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
間

の
絆

（
？

）
を
描

く
。 

具

体

的

な
展

開: 

1
.  

剛

田

の
提

案

で
「

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
か
る
た
大

会

」
を
開

催

。 

o
 

白

金

：「

や
め
ま
し
ょ
う
よ
！

滑

っ
て
割

っ
た
ら
ど
う
す
る
ん
で
す
か
！

」 

o
 

剛

田

：「

割

れ
た
ら
そ
れ
も
ま
た
ゴ
ー

ジ
ャ
ス
！

」 

2
.  

詠

み
手

を
剛

田

、
取

り
手

を
白

金

と
紳

士

で

ゲ
ー
ム
開

始

。 
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o
 

剛

田

：「
『

た
』
！
『

高

貴

な
る
輝

き
、

ゴ
ー
ジ
ャ
ス
の
極

み
！

』
」 

o
 

白

金

：「

何

そ
の
句

、
ど
こ
に
も
書

い
て

な
い
で
し
ょ
！

」 

o
 

紳

士

（
札

を
取

る
が
滑

ら
せ
る
）
：

「

あ
っ
！

」 

o
 

白

金

：「

ほ
ら
、
傷

つ
い
た
ら
ど
う
す
る

ん
で
す
か
！

」 

3
.  

次

第

に
熱

中

す
る
剛

田

が
予

想

外

の
行

動

に
出

る
。 

o
 

剛

田

が
自

ら
札

を
取

ろ
う
と
し
て
机

に
倒

れ
込

む
。 

o
 

白

金

：「

剛

田

さ
ん
ま
で!?

 

っ
て
、
店

主

が
そ
ん
な
乱

暴

で
い
い
ん
で
す

か
！

」 

 

4
. 

金
額
発

表
と
締
め
（2

0

分

） 
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•
 

ポ
イ
ン
ト: 

剛

田

の
査

定

理

論

の
ぶ
っ
飛

び

具

合

を
強

調

し
、
白

金

が
現

実

的

な
視

点

で
場

を
引

き
締

め
る
。
紳

士

の
意

外

な
リ
ア

ク
シ
ョ
ン
で
さ
ら
に
笑

い
を
加

え
る
。 

•
 

目

標: 

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
し
て
、
商

品

価

値

と
コ
メ
デ
ィ
ー
の
絶

妙

な
バ
ラ
ン
ス
を
作

る
。 

具

体

的

な
展

開: 

1
.  

剛

田

が
金

額

を
じ
っ
く
り
算

出

。
独

自

の
理

論

を
披

露

す
る
。 

o
 

剛

田

：「

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
価

値

だ
け
で

は
な
い
。
こ
の
札

一

枚

一

枚

の
物

語

、

そ
れ
が
無

限

の
価

値

を
生

む
！

」 

o
 

白

金

：「

い
や
、
ど
ん
な
物

語

で
す
か!?

 

た
だ
の
札

じ
ゃ
な
い
で
す
か
！

」 

2
.  

紳

士

が
査

定

額

を
受

け
入

れ
、
最

後

に
冗

談

を
言

う
。 

o
 

紳

士

：「

い
や
は
や
、
こ
の
か
る
た
が
こ

ん
な
値

段

に
な
る
と
は
。
こ
れ
で
新

年
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の
遊

び
も
一

層

豪

華

に
な
り
ま
す

な
。
」 

o
 

白

金

：「

え
、
本

当

に
遊

ぶ
ん
で
す

か!?

」 

3
.  

剛

田

が
最

後

に
ま
と
め
の
一

言

で
締

め
る
。 

o
 

剛

田

：「

う
～

ん
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
！

」 

o
 

白

金

（
呆

れ
顔

で
）
：「

も
う
、
な
ん
な

ん
で
す
か
こ
の
店…

…
。
」 

 

全

体

の
尺
割
ま
と
め 

1
.  

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
（1

5

分

）: 

剛

田

と
白

金

の
性

格

を
見

せ
つ
つ
、
紳

士

が
来

店

す
る
ま
で
の
テ

ン
ポ
の
良

い
会

話

劇

。 

2
.  

か
る
た
登

場

（2
5

分

）: 

商

品

の
衝

撃

的

な

登

場

と
、
剛

田

の
過

剰

な
解

釈

に
よ
る
コ
メ

デ
ィ
ー
パ
ー
ト
。 
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3
.  

実

際

に
使

っ
て
み
る
（3

0

分

）: 

ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
か
る
た
で
遊

ぶ
シ
ー
ン
を
中

心

に
、
ド
タ
バ

タ
劇

を
展

開

し
て
笑

い
の
ピ
ー
ク
を
作

る
。 

4
.  

金

額

発

表

と
締

め
（2

0

分

）: 

剛

田

の
「

ゴ
ー

ジ
ャ
ス
査

定

」
と
白

金

の
ツ
ッ
コ
ミ
を
織

り
交

ぜ

つ
つ
、
物

語

を
優

雅

に
ま
と
め
る
。 

 


